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福	島裕子：リプロダクティブ・ヘルスケア（性と生殖の健康支援）で出会った児童養護施で生活する
思春期の女子たちと私の語り，臨床実践の現象学会第5回大会シンポジスト
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スメントポリシー策定のための組織的な取り組み，第39回日本看護科学学会．
工	藤朋子，高岩奈津美：市区町村における訪問看護情報提供書の活用実態，第24回日本在宅ケア学会
学術集会．
成	田奈央，工藤朋子：看護学部生の訪問看護への就業意識に関連する要因，第12回岩手看護学会学術
集会．
野	中みつ子，工藤朋子：有職男性患者の配偶者に対する透析導入にまつわる思い，第22回日本腎不全
看護学会学術集会．
赤	坂栞里，大久保牧子：小児科病棟に勤務する看護師のディストラクション実施状況，岩手看護学会．
間	藤有乃，大久保牧子：A大学看護学生4年生の児童虐待の知識としつけ・虐待の捉え，東北学校保
健学会．
丹	野ななみ，大久保牧子：ニックネームの捉え方といじめとの関連，東北学校保健学会．
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鈴	木美代子，千田睦美，伊藤收：うちのデスカンファレンス　岩手県のデスカンファレンスの実態調
査からみえたこと，いわて死生看護学研究会第5回研修会．
鈴	木美代子：訪問看護師の死生観とスピリチュアリティおよびケア実践との関連，第39回日本看護科
学学会学術集会．
神	林顕子，鈴木美代子：看護大学生の死生観と望ましい最期の迎え方についての学年比較，第12回岩
手看護学会学術集会．
近	藤佑一，梶原菜央，鈴木遥，田中紗織，勝田敦美，高橋和眞，安田尚史：1型糖尿病発症過程にお
けるSemaphorin7Aの発現，第17回1型糖尿病研究会．	
近	藤佑一，梶原菜央，鈴木遥，田中紗織，勝田敦美，高橋和眞，安田尚史	 ：1型糖尿病発症過程にお
けるSemaphorin7Aの発現，第62回日本糖尿病学会．
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橋博見，香月健志，福井智康，滝澤壮一：日本人1型糖尿病の包括的データベースの構築と臨床研
究への展開(TIDE-J)(第7報)，第62回日本糖尿病学会．
及	川正広，高橋有里：ビンデシン硫酸塩漏出時における皮膚傷害に対するステロイド剤局所作用の検
討，第39回日本看護科学学会学術集会．
山	道顕子，高橋有里：高齢者の介護予防に関する認識と予防行動，第12回岩手看護学会学術集会．
高	屋敷麻理子，小澤竹俊，飛澤貴子，赤木郁子，高橋美保：	SIGホスピスケア共に考えよう！「患者・
家族を支える緩和ケアPart2」，第33回日本がん看護学会学術集会交流集会．
鎌	田由美，斎藤雅彦，高屋敷麻理子：緩和ケアチームと協同して行った終末期心不全患者のエンド・
オブ・ライフケア，第24回日本緩和医療学会学術集会．
長	澤昌子，徳岡良恵，高屋敷麻理子：高齢がん患者の終末期への移行にまつわる意思決定支援を支え
るケア，第33回日本がん看護学会教育・研究活動委員会　エキスパートナース育成事業．
黒	田久美子，清水安子，内海香子，正木治恵，銭淑君：認知機能低下が生じた高齢インスリン療法患
者　家族への援助指針案の妥当性の検討，日本老年看護学会第24回学術集会．
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